
小樽商科大学 卒業論文 （昭和41年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和41 2431 ハロッドをめぐる「国際流動性問題」
昭和41 2432 関税同盟の理論　-バネックを中心として-
昭和41 2433 現代資本主義と二つの経済学
昭和41 2434 低開発国発展理論　-均整成長論、不均整成長論とその総合-
昭和41 2435 『New Directions for World Trade 』の書評
昭和41 2436 発展途上諸国の貿易予測
昭和41 2437 G.ミュルダール著　An International Economy -Problems and Prospects-

昭和41 2438
経済学と法律における独占　Donald Deway　の　Monopoly in Economics
and Law の要約を中心にして

昭和41 2439 先物為替の理論　-その動態的側面の発展-
昭和41 2440 IMF改革案の研究　トリフィンの提案を中心として
昭和41 2441 企業独占及び系列化
昭和41 2442 ミュルダール著　-国際経済-
昭和41 2443 ヘクシャー・オリーンの定理とその適用に関する若干の展望
昭和41 2444 教育と経済発展
昭和41 2445 ドル危機と国際流動性
昭和41 2446 外国援助に関する若干の考察　-低開発国援助の再検討-

昭和41 2447
低開発諸国の経済発展と成長について　Robert E. Balduin 「経済発展と成
長」

昭和41 2448 変貌する国際経済における日本貿易
昭和41 2449 原価差異分析について　-特に標準原価計算をめぐって-
昭和41 2450 連結財務諸表論　-内部利益と株式消去差額の考察-
昭和41 2451 会計学方法論　-社会主義会計について-
昭和41 2452 引当金に関する考察(会計原則、商法、税法との関係について)
昭和41 2453 特別償却制度　理論と実践の融合
昭和41 2454 直接原価計算の機能について
昭和41 2455 剰余金区分原則の再検討
昭和41 2456 利潤計算の2元的構造　-財産法と損益法をめぐって-
昭和41 2457 資本構造の是非
昭和41 2458 新しい会計理論の探究
昭和41 2459 利益剰余金計算書について
昭和41 2460 贈与剰余金の性格　-特に建設助成金を巡って-
昭和41 2461 税務会計　-企業利益と課税所得との差異及その調整について-
昭和41 2462 インフレイション会計貨幣価値修基準をめぐって
昭和41 2463 生産性の測定と適正配分に関する考察
昭和41 2464 アメリカ労働組合の経営的考察
昭和41 2465 企業成長と長期的経営計画

昭和41 2466
我国企業における資本構成の研究　-資本構成、収益性の実証的分析と
自己資本充実への方向-

昭和41 2467 財務計画とトップ・マネジメント
昭和41 2468 インダストリアリズムと経営者に対する若干の考察
昭和41 2469 総合と自己統制による経営　(Y理論とその実際を中心として)
昭和41 2470 賃金決定と労使関係
昭和41 2471 オートメーションと労務管理
昭和41 2472 製品計画と企業成長
昭和41 2473 中小企業における労務管理
昭和41 2474 経営計画と目標管理
昭和41 2475 経営組織の動態的変化
昭和41 2476 TWIによる教育訓練の一考察
昭和41 2477 広告媒体選択についての考察
昭和41 2478 企業経営に於ける製品政策
昭和41 2479 経営学に関する若干の理論的考察
昭和41 2480 我国の流通機構流通問題の位置づけ
昭和41 2481 販売促進政策に関する事例的研究
昭和41 2482 卸売業者排除傾向についての一考察　-これからの卸売業経営-
昭和41 2483 現代の消費者像と広告のあり方
昭和41 2484 市場調査　K.ダイス.シャープ著
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昭和41 2485 BrandとImageに関する考察
昭和41 2486 日本中小企業の成長過程における諸問題
昭和41 2487 消費者心理に関する一考察
昭和41 2488 企業集団に関する考察
昭和41 2489 わが国小売業の現状とボランタリーチェーン
昭和41 2490 中小企業の組織化
昭和41 2491 製造業における販売組織の合理化
昭和41 2492 日本の貿易とその発展
昭和41 2493 新興国（後進国）貿易
昭和41 2494 関税及貿易に関する一般協定をめぐる問題点
昭和41 2495 低開発国の経済社会構造
昭和41 2496 貿易港小樽の過去と将来
昭和41 2497 国際流動性問題について　-IMFの問題点-
昭和41 2498 貿易クレームとその内容について
昭和41 2499 我国の国際競争力の分析
昭和41 2500 資本の自由化と日本経営の進路
昭和41 2501 貿易の利益と経済成長
昭和41 2502 英国の経済と貿易の発達　(付)English Economic History の翻訳
昭和41 2503 繰延資産
昭和41 2504 減価償却会計　-基礎的考察と陳腐化償却-
昭和41 2505 公表企業会計における資産概念の考察
昭和41 2506 貨幣価値変動会計　-安定価値規準を中心として-
昭和41 2507 損益計算書論　期間外損益項目の一考察
昭和41 2508 原価管理　-その歴史と問題点-
昭和41 2509 シュマーレンバッハ研究
昭和41 2510 税務会計の基礎理論
昭和41 2511 商法と会計の利益概念
昭和41 2512 会計原則論
昭和41 2513 資金剰余金論
昭和41 2514 ドイツ企業会計理論史研究　-その社会的経済的背景を中心として-
昭和41 2515 連結財務諸表論　-その現代的意義と問題点-
昭和41 2516 会計と商法　資産評価の論理を中心として
昭和41 2517 社会会計に関する若干の考察　-国民所得会計の構造分析を中心として-
昭和41 2518 「経済統合」EECの分析からアジア経済統合の方策まで
昭和41 2519 国連における中国代表権問題
昭和41 2520 生産計画および生産管理における最適生産速度決定に関する一考察
昭和41 2521 シミュレーション意義と実際
昭和41 2522 待合わせ理論とその応用
昭和41 2523 時系列分析による需要予測
昭和41 2524 生産管理問題の自動制御理論による若干の考察
昭和41 2525 シミュレーションによる在庫管理方式の設定　-煙草販売における実例-
昭和41 2526 時系列と平滑方法
昭和41 2527 科学的在庫管理
昭和41 2528 経営情報システム設計過程の研究

昭和41 2529
地域産業連関分析　-第2期北海道総合開発計画による誘発生産額の予
測-

昭和41 2530 現代成長理論に於ける均衡解の存在とその安定性
昭和41 2531 厚生経済学の現代経済学的考察

昭和41 2532
『投資決定：経済予測：公共政策』の横断面分析における投資決定の部分
に関しての要約紹介

昭和41 2533 新古典派経済成長理論の研究　-二部門分析を中心として-
昭和41 2534 一つの動学理論の展開
昭和41 2535 二段階最小自乗法による道内消費函数の推計
昭和41 2536 一般均衡理論

昭和41 2537
静態から動態そして空間経済へ　-特にグラヴィティ・モデルに関する諸考
察-

昭和41 2538 景気循環と経済成長
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昭和41 2539 動学的産業連関論をめぐる若干の考察
昭和41 2540 清酒をモデルとした経済的商品学の一考察
昭和41 2541 品質市場の概念
昭和41 2542 価値論と品質
昭和41 2543 高度経済成長期におけるオーバー・ローンについて
昭和41 2544 経済学方法論
昭和41 2545 金融資本概念の一考察
昭和41 2546 イギリス金融資本の形成
昭和41 2547 金融資本の形成について
昭和41 2548 公開市場操作と借替之操作　-その性格と効果-
昭和41 2549 利子付資本と擬制資本　-その展開と株式会社-
昭和41 2550 日本の株式会社支配とその特色　-財閥解体以後を中心として-
昭和41 2551 対米従属下における我が国の農業と農業金融の諸問題について
昭和41 2552 恐慌と資本主義経済の発展
昭和41 2553 国家独占資本主義と日本の通貨政策
昭和41 2554 アメリカ金融資本への一考察　-アメリカにおける投資銀行の成立-
昭和41 2555 地域開発　-その虚構と現実-
昭和41 2556 農協へのアプローチ　-国家独占資本主義と農協-
昭和41 2557 R.A.フィッシャー　統計的方法と科学的推論
昭和41 2558 確率論
昭和41 2559 分布の型とその適合例
昭和41 2560 [数理統計] 集合・確率・積率について及び補章
昭和41 2561 入会権について　-国有林野に於ける問題を中心に-
昭和41 2562 公共投資に於ける費用便益分析
昭和41 2563 インフレーションの理論　-その型と政策-
昭和41 2564 雇用理論及び資本、利子、貨幣の性格に関する論究
昭和41 2565 投資の金融について　-カール・フェールの諸説をめぐって-
昭和41 2566 新古典派成長モデルと所得分配
昭和41 2567 金融政策の一考察　-貸手分析を中心として-
昭和41 2568 J.S.デューゼンベリーの景気循環と成長理論への一考察
昭和41 2569 MJ.ベイリー　国民所得と価格水準
昭和41 2570 金融機関の機能と効用　-ガーリイ＝ショウの分析について-
昭和41 2571 独占の問題　-独占理論を中心にして-
昭和41 2572 資本コスト・企業金融及び投資　-理論とその検定-
昭和41 2573 有島　武郎
昭和41 2574 ドイツ帝国主義と社会民主党
昭和41 2575 諏訪製糸業における在郷生糸商人の経営構造　-幕末開港時を中心に-
昭和41 2576 インドの土地改革
昭和41 2577 大衆社会論への一考察
昭和41 2578 プラグマテイズム研究
昭和41 2579 大杉栄論
昭和41 2580 小林多喜二の思想的発展について
昭和41 2581 ロバート・オウエン
昭和41 2582 現代と漱石
昭和41 2583 国家
昭和41 2584 ユンケル経営確立の道程(プロイセンにおける農民解放)
昭和41 2585 ヨーロッパのニヒリズムとニーチェの哲学
昭和41 2586 作業曲線と能率
昭和41 2587 集団の規範と成員の認知に関する研究　-不協和理論の紹介と考察
昭和41 2588 騒音の影響とその対策についての考察
昭和41 2589 労働におけるフラストレーション

昭和41 2590
リーダーの型と従業員の態度、満足度についての実証的研究(リーダー
シップについて)

昭和41 2591 パッケージの効果測定
昭和41 2592 マス・コミュニケーション及びテレビ放送に関する若干の考察
昭和41 2593 社会保障と国民経済
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和41 2594 明治期に於ける農民層の状態
昭和41 2595 現代資本主義　-分析の視点-
昭和41 2596 A.E.C.HARE著　『労使関係の第一原理』
昭和41 2597 寡占市場における価格決定論
昭和41 2598 鉄鋼価格
昭和41 2599 賃金論　-賃労働制の歴史的性格について-
昭和41 2600 戦後労働組合運動史　実態分析 1945～1948
昭和41 2601 社会保障論

昭和41 2602
資本制経済体制における日本の農業問題　小農維持政策においける一考
察

昭和41 2603 大河内一男教授の社会政策理論に関する一考察

昭和41 2604
日本的賃金体系に於ける特殊性についての史的考察　-年功序列賃金体
系と賃金体系近代化-

昭和41 2605 隈谷理論の研究（社会政策論争と隈谷理論について）

昭和41 2606
イギリス産業革命期の社会政策　-社会政策本質論のためのイギリス初期
工場法に関する歴史的考察-

昭和41 2607
労働賃金の基礎理論に関する一考察　-労働力の価値及び価格とその変
動-

昭和41 2608 交通政策の分析
昭和41 2609 成長の経済学　-ポール・A・バラン『成長の経済学』の考察-
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